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伊有原発訴訟を支鐸する会(彎鑽懇襲躍辮轟嬬薄確 515,管轟桜愁樹)

新局面を迎えた伊方の反原発闘争

住民無視の四電 3号炉申込みに

高まる周辺地域住民の不安と怒り
し

し

さる5月 7日 ,四国電力は,伊方 1,2号炉

に続く同社三基目の原子炉を,伊方原発の敷

地内に設置したいと愛媛県に申入れた。その

二日前,愛媛新聞は一面 トップ記事に,そ う

した申入れが近いことを特ダネとして報じ,

地乖伊方町はもとより,愛媛県全体に大きな

衝撃を与えていたが,それが事実となってあ

らわれたのである。

四電の申入れによると, 3号炉は,電気出

力 89万キロワット (1,2号の 1.6倍)で ,

昭和56年 12月電調審に付議, 59年 12

月着工, o4年 3月 運転開始を,それぞれ予

定している。工事費は2840億 円 (2号炉
の 2倍強)で , 1,2号炉の東債1附近に建設す

るとされている。

四電の三基目の原発については,すでに数

年前なら,その立地点がFn5題 となっていた。

昭和52年 6月 に, loo万キロヮット級 2
基の計画を,徳島県阿南市に申入れたが,地

元住民の強烈な反対に出合い, 54年 6月 ,

申入4の白紙還元となって,その計画は流れ

てしまった。昭和53年夏になって,伊方町
の四隣の瀬戸町で,四電は原発設置工作に乗

り出した。しかし,伊方の住民らの協力を得

た地元小島地区住民の一致した反対の前に,

その工作も中断されたままとなっていた。

他方で四電は,高知県の須崎市周辺に対し

ても,数年前から潜行工作を続け,一般にも,

=号
炉の立地点の本命は,電源の少い高知県

であろうとみられていた。しかし高知でも,

とくにスリーマイル島以後,全県的な反対の

控訴審第 7回公判

6月 10日 (火 )午前 10時 50分

高松高裁 6階法廷

柏木判決の愚を満天下にさらしたスリ

,マ イル島原発事故の意味と教訓とを示

しつつ,新裁判長に覚悟と責任とを求め

る弁論が展開されることであろう。

1   2号炉訴訟第 5回公判
6月 25日 ,(月 )午后 1時 50分

松山地裁大法廷

3号炉持込みという四電の強行作戦を

受けて,周辺地域に高まる不安と不信を

代弁する原告らの弁論は,一そう鋭さを

増すことであろう。
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機運が高まり:も し211電の仲入れがあれば :

県総評の労働組合は抗議のス トを打つ予定を

立てるなど,四電の立地作戦の前途の多‐難さ

が予想されていた。  ●■ '

こうした八方ふさがりの情勢の中で,計画

通り64年 3月 に運転を開始するためには,

新地点での建設ではとうてい間に合わぬと判

断した四電は,伊方に舞戻るという強引な奇

襲作戦に打って出たのであるう。もちろん,

四電の作戦も,通産省との完全な合意の下に

立てられたものであることはいうまでもなか

ろう。             |

しかし,四電や通産省は,なみなみならぬ

決意で今回の申入れを行ったことは疑いない。

四電側にとって何よりも厄介なことは,四電 ,

県,伊方町の三者の間で取りきめられている

「安全協定」 (昭和 51年 3月発効)の第 9

条 (事前協議の項)に は,つ ぎのように, 2

号炉までと明記されていることである。

「四国電力は,発電所若ル くはこれに関連

する主要な施設を設置し,若 しくは変更し:

又はこれらの用に供する土地を取得しようと

するときは,当該計画について,あ らかじあ ,

愛媛県および伊方町に協議し,その了解を得

るものとする。この場合において,原子炉総

数は, 2基 (1基の電気出力が 56万キロワ

ット級のもの)を限度とする」と。

また,い うまでもなく,あ くまで伊方原発

の徹廃を願う現地住民が,.1,2号炉について

二つの行政訴訟を提起して,推進勢力の大元

締めの国と真正面から対決し,同時に,そ の

たびごとの核燃料搬入阻止闘争など,現地で

の間争も執拗に継続してきている。

さらに,ス リーマイル島原発事故以後には,

県の防災計画でさえ・ 周辺 20キ ロメー トル

[::[ダ 1轟 1吾:こ計 導 案 彙[
対する不安と不信が急速に増大し,そ うした

人たoが ,見かけの上では相変らず少数派で

ある反対派産良あ書動を支持す乞itヾら繕勢
が生れてきている。これまで,文字通り四電

と一体 とな

=て
伊芳原発建設を推進してきた

県や町当局者さえ。今回の四電の申入れに対

し,少
.く とも表面的には,迷惑そうな態度を

示さねばならなかったのも, こうした地元の

情勢の変化を意識してのことである:

おそらく四電や通産省があてにしているの

は,「石油危機」の脅しと,「電源交付金」

(3号炉だけで 10年間に合計約 65億円)

の誘惑とであろう。しかし現在でも,発電能

力に最も余裕のある四電が,愛媛県の,し か

も,ほ とんど電気を使 っていない伊方町だけ

に, どうして 200万 キロワットもの危険な

原発を押 しつけるのかという疑間を,知事さ

え表明しているほどでぁる。また,ス リーマ

イル島原発事故以後ではち原発の既設地でも,

たとえ ば昨年 11月 に福井県敦賀市で行われ

たある世論調査が示すように,「たとえ原発

が地域 経済を潤すものであっても,こ れ以上

はごめ ん」という意識が高まり,新増設はや

めてほしいとの声が多数 となってきているの

である。四電の。住民無視の奇製作戦も,伊

方原発周辺地域の多数の住民の反撃の前に|

撒退を余儀なくさせられることであろう。

四電の挑戦を受けた伊方原発建設反対八西

連絡協議会 (八西連協)で は, さっそく,正

式申入れの前日の 5月 6,日 ,伊方町長と同町

議会議長とに,つぎの主旨の要求書を提出し

大三。                              |
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し

「スリーマイル島原発事故後,県や伊方町

当局も原発の危険性を知っただけに,三号機

設置を受け入れるとは思えないが,今までの

四電とペッタリだらた行政経過からして,わ

れわれは不安である。1設置を受入れることは,

県や町が自らつくった安全協定にも違反する

ことである」と。

一方
`四
電の正式申入れを受けた福田直吉

伊方町長は, 5月 8日 に町議会全員協議会を

開き,「環境調査などの申:入れを受けた」|と

簡単に報告した
`そ
の席には,八西連絡協の

住民 10名 も傍聴者として参加し,協議会の

様子を見守った。協議会は,簡 単な資疑があ

っただけで, 19分間ほどで閉会したという。

新聞報道によると,閉会後に町長は:つぎ

のように語ったという。「安全協定の改定間

題など,さ まざまな課題があるたあ慎重に対

応したい。6月 の定例町議会に町側からこの

問題を出すのはむつかしい」と。また,辻町

議会議長は,「申入れを事前に全く知らなか

った。四電はもっとオープンにすべきだ :|と

話し,町議会原子力発電対策特別委員会の高

野委員長は,「スリーマイル島原発事故以来,

町民の受け取りも変っており。住民意識を配

慮しなければぃけないJと 話したと報じられ

ている。    ,

八西連協では, 5月 9日 ,伊方町議 18名

に, 3号炉に反対するよう要求書を出すとと

もに,街頭演説,チ ランの全戸配布,反 対署

名運動
`区
長や町職員らへの反対要請の手紙

の発送など,矢つぎ早に行動を起こしている。

同時に,県内および全国にも広く呼びかけて,

反対の大集会を開くことも計口iし ている。ま

た,県の社会党や原水禁も, 5月 8日 ,白 石

知事ど山口四電ネ上長とに, 3号炉増設反対の

中入れを行うなど,全県的に, 3号炉増設反

対の気運は高まらてきている。

四電の強引な奇襲作戦を機に,伊方の反原

発運動は,い ま,新しい局面を迎えている。

会員,読者の皆さんが, 下記あて,激励や

カンパをお送り下さるよう要請します。(Q)

o796-02

愛媛県西宇和郡保内町宮内 1-93

矢野浜吉様方

伊方原発建設反対八西連絡協議会

し 無茶苦茶な 8人の住民逮捕

燃料搬入阻止 '抗議行動への弾圧

4月 24日 ,四電は,第 6海 上保安部,愛

媛県警を総動員した警備陣に守 られて,伊方

原発の取替用核燃料を,山 口県徳山港を経て

海 Lか ら:強引に搬入した。

これまでにも,核燃料が搬入されるたびご

とに,地元住民や労働者は抗議行動を続けて

きていた。今回は,ス リーマイル島原発事故

以後はじめての搬人であり,原発の恐怖にさ

らされている八西地区住民や県下の労働者の

怒りは強かった。佐多岬半島の突端に近い三

崎地区や保内町の磯崎地区からの漁船 22隻

が海 Lで ピケを張った。陸 Lに は,住民・労

働者 100人 の抗議団がつめらヽけ,呼応して,

激しい出 |卜と抗議の行動をくり返した。

ところがj こうした住民の激しい抗議に対

しても,四電は全く反省の色を見せず,逆に,



警備陣は,大型警備船 20隻 ,ヘ リコプター

2機,飛行機 1機,機動隊 120人 と,住民
側をはるかに上回る人員と

″
武器
″
までくり

出して,住民弾圧を図ったのである。そして

あげくのはてには, 2隻の漁船に乗って,運

搬船「能登丸」の接岸に抗議していた 8人の

住民を,文字通リデッチあげ逮捕するという

暴挙に出たのである。

一応,「公務執行妨害」 (警備船の活動を

妨害した),「威力業務妨害」 (漁船が運搬
船と岸壁にはさまりそうになったので,手や

足で運搬船を押した),「傷害」 (警備船乗
員の一人が,漁船操船用の竹ザオらしいもの

でクチビルに切リキズができた)な どの容疑

で逮捕したものの,検察も, このデッチあげ

を立証することさえできずに, 3日後に全員

を釈放せざるを得なかった。

ところが県警の意を受けた八幡浜署は,そ

の後になっても,な お,「調べることがぁる

ので出頭せよ」などと, 8人 に不法ないやが

らせをかけてきている。八西連協ではこの事

態を重く見て,宇和島の岡原弁護士や伊方弁

護団の協力を得ながら,警察に抗議をくり返

し,告訴も検討している。

デッチあげ事件 11日 目の 5月 5日 ,四電

が三基目の原発を伊方町に設置じようとして

いることがパクロされ, この逮捕が,|四電・

警察二体の反対運動つぶしであることが明ら

かになった。

8人の住民からの事情聴取で,逮捕の経過

は明らかになっているが, とくに問題なのは

つぎの諸点であろう。①警備艇に乗って追い

かけてきた八幡浜署の刑事が,逮捕権のない

海上で,容疑もつげず, とくに 8人の中の一

人だけを名指して,逮捕すると叫んでいるこ

と。②この不当逮捕をめぐって,海上保安部

さえ, 2時間以上も船上でクレームをつけて

いたが,結局,警察のメンツを立て,「逮捕

するなら一緒に」と抗議した全員を逮捕した

こと。③八幡浜署は釈放後も,本人らだけで

なく家族,友人に対しても,いやがらせを続

けていること,な どである。 (八幡浜 S)
なお,今回の核燃料搬入は,前 2回の太平

洋岸沿い海上輸送をやめ,それ以前の,徳山

まで トラック輸送の方式にもどった。その理

由は不明であるが,伊方の闘いに呼応して,

徳山でも,山 口県評の労働者を中心に約 300

人が,徳山港ふ頭で早朝から集会を開き,徳

山港を再び核燃料輸送に使用したことに強く

抗議した。 (編集討

会計報告 ('804/17た 5ノ 13)
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